
 

 

 

第 147 回横浜市都市計画審議会 

 

 

 

都市計画案に対する意見書の要旨と 

都市計画決定権者の見解 

 

 

 

 

  

  議第1219号 横浜国際港都建設計画 区域区分の変更 

  議第1220号 横浜国際港都建設計画 用途地域の変更 

  議第1221号 横浜国際港都建設計画 高度地区の変更 

  議第1222号 横浜国際港都建設計画 防火地域及び準防火地域の変更 

議第1223号 横浜国際港都建設計画 臨港地区の変更 

  議第1224号 横浜国際港都建設計画 緑化地域の変更 

  

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年１月 15 日 

  



意見書通数及び人数 

 
 

 通数 人数 

賛成 ０ ０ 

反対 215 206 

その他 66 47 

合計 281 253 

 

 



線引きの見直し関連

整理
番号

分類 住　　所

3 その他 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 川崎市宮前区野川
4 反対 別添「意見の要旨」中 2 4 8 と同旨
6 反対 別添「意見の要旨」中 1 4 と同旨 東京都新宿区四谷
7 その他 別添「意見の要旨」中 1 と同旨 神奈川区金港町
19 反対 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 戸塚区汲沢町
20 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 青葉区大場町
24 反対 別添「意見の要旨」中 6 と同旨 青葉区青葉台
25 反対 別添「意見の要旨」中 6 と同旨 青葉区青葉台
26 反対 別添「意見の要旨」中 6 と同旨 青葉区青葉台
27 反対 別添「意見の要旨」中 6 と同旨 青葉区青葉台
28 反対 別添「意見の要旨」中 6 と同旨 青葉区青葉台
30 反対 別添「意見の要旨」中 6 と同旨 青葉区青葉台
31 反対 別添「意見の要旨」中 6 と同旨 青葉区青葉台
32 反対 別添「意見の要旨」中 6 と同旨 青葉区青葉台
36 反対 別添「意見の要旨」中 2 8 と同旨 都筑区東山田
37 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 目黒区鷹番
38 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 目黒区鷹番
39 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 目黒区鷹番
40 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 目黒区鷹番
41 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区南山田
42 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区南山田
43 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区南山田
44 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区南山田
53 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 栄区東上郷町
62 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 栄区小山台
80 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 鶴見区獅子ケ谷
81 反対 別添「意見の要旨」中 2 8 と同旨 都筑区茅ケ崎東
82 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区茅ケ崎東
83 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区中川
84 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区中川
85 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区中川
86 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区中川
87 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区北山田
88 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区牛久保東
89 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 川崎市宮前区有馬
90 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 川崎市宮前区野川
91 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 川崎市宮前区有馬
92 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 川崎市宮前区東有馬
93 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 川崎市中原区井田中ノ町
94 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 川崎市宮前区野川
95 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 川崎市宮前区東有馬
96 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区牛久保東
97 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区牛久保東
98 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区牛久保東
99 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区牛久保東
101 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 川崎市宮前区有馬
102 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 川崎市宮前区有馬
103 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 川崎市宮前区有馬
104 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 青葉区荏田西
105 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 川崎市宮前区土橋
106 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 川崎市宮前区土橋
107 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 青葉区荏田町

都市計画案に対する意見書の要旨

意見の要旨



108 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 西区久保町
109 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 青葉区荏田西
110 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 青葉区荏田西
111 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 西区久保町
112 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 青葉区荏田町
113 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 青葉区荏田町
114 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区茅ケ崎中央
115 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区茅ケ崎中央
9037 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 磯子区洋光台
9038 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 東京都江戸川区平井
9039 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 港南区日野
9040 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 港南区日野
9041 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 金沢区六浦
9042 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 緑区霧が丘
9043 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 中区本牧三之谷
9044 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 金沢区能見台
9045 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 金沢区釜利谷南
9046 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 磯子区洋光台
9047 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 磯子区洋光台
9048 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 磯子区洋光台
9049 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 磯子区洋光台
9050 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 福岡県糸島市浦志
9051 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 東京都中央区日本橋箱崎町
9052 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 藤沢市鵠沼海岸
9053 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 藤沢市鵠沼海岸
9054 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 東京都港区芝
9055 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 藤沢市本町
9056 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 海老名市国分北
9057 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 福岡県行橋市大谷
9058 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 鎌倉市岩瀬
9059 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 川崎市幸区南加瀬
9060 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 茅ヶ崎市松が丘
9061 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 茅ヶ崎市松が丘
9062 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 茅ヶ崎市松が丘
9063 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 緑区霧が丘
9064 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 港南区上大岡東
9065 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 港南区港南台
9066 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 磯子区磯子台
9067 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 磯子区磯子台
9068 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 南区唐沢
9069 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 港南区港南台
9070 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 金沢区並木
9071 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 港北区大曽根
9072 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 南区永田南
9073 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 都筑区仲町台
9074 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 金沢区並木
9075 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 南区永田南
9076 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 西区平沼
9077 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 東京都小金井市前原町
9078 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 東京都品川区二葉
9079 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 港南区日野中央
9080 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 茅ヶ崎市旭が丘
9081 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 東京都八王子市大和田町
9082 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 藤沢市遠藤
9083 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 鎌倉市長谷
9084 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 磯子区洋光台
9085 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 中郡大磯町高麗
9086 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 長野県上田市上田原



9087 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 保土ケ谷区川辺町
9088 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 逗子市桜山
9089 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 東京都世田谷区船橋
9090 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 川崎市中原区下小田中
9091 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 旭区中白根
9092 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 逗子市池子
9093 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 川崎市麻生区五力田
9094 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 東京都足立区千住関屋町
9095 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 逗子市桜山
9096 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 横須賀市桜が丘
9097 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 相模原市緑区東橋本
9098 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 瀬谷区本郷
9099 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 瀬谷区本郷
9100 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 旭区笹野台
9101 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 瀬谷区本郷
9102 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 瀬谷区本郷
9103 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 東京都西東京市柳沢
9104 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 東京都西東京市柳沢
9105 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 鎌倉市小町
9106 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 青森県弘前市徳田町
9107 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 磯子区洋光台
9108 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 鎌倉市長谷
9109 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 東京都多摩市聖ケ丘
9110 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 港南区日野中央
9111 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 金沢区並木
9112 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 茅ヶ崎市若松町
9113 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 東京都西東京市柳沢
9114 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 鎌倉市浄明寺
9115 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 相模原市中央区矢部
9116 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 東京都台東区小島
9117 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 埼玉県越谷市南越谷
9118 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 長野県長野市西後町
9119 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 綾瀬市深谷上
9120 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 埼玉県和光市下新倉
9121 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 大和市深見
9122 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 神奈川区松見町
9123 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 三浦郡葉山町一色
9124 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 海老名市大谷北
9125 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 藤沢市辻堂新町
9126 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 逗子市新宿
9127 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 藤沢市天神町
9128 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 鎌倉市岩瀬
9129 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 鎌倉市岩瀬
9130 反対 別添「意見の要旨」中 7 8 と同旨 金沢区谷津町
9131 反対 別添「意見の要旨」中 7 8 と同旨 磯子区磯子
9132 反対 別添「意見の要旨」中 7 8 と同旨 栄区元大橋
9133 反対 別添「意見の要旨」中 7 8 と同旨 平塚市黒部丘
9134 反対 別添「意見の要旨」中 7 8 と同旨 保土ケ谷区仏向町
9135 反対 別添「意見の要旨」中 7 8 と同旨 保土ケ谷区法泉
9136 反対 別添「意見の要旨」中 7 8 と同旨 東京都新宿区中里町
9137 反対 別添「意見の要旨」中 7 8 と同旨 平塚市黒部丘
9138 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 保土ケ谷区新桜ケ丘
9139 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 都筑区北山田
9140 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 西区みなとみらい
9141 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 磯子区滝頭
9142 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 東京都武蔵野市境
9143 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 港北区大曽根
9144 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 港北区大曽根



9145 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 港北区大曽根台
15101 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 都筑区北山田
15102 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 西区伊勢町
15103 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 戸塚区矢部町
15104 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 港南区港南中央通
15105 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 西区戸部本町
15106 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 中区翁町
15107 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 都筑区川和町
15108 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 泉区中田西
15109 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 港北区新吉田町
15110 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 藤沢市辻堂元町
15111 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 川崎市川崎区小国栄
15112 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 板橋区三園
15113 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 東京都稲城市長峰
15114 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 川崎市宮前区鷺沼
15115 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 保土ケ谷区狩場町
15116 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 愛知県一宮市萩原町花井方
15117 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 横須賀市野比
15118 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 中区吉田町
15119 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 金沢区六浦
15120 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 緑区長津田みなみ台
17694 その他 別添「意見の要旨」中 4 と同旨 東京都稲城市若葉台
17695 その他 別添「意見の要旨」中 4 と同旨 港南区港南台
17696 その他 別添「意見の要旨」中 4 と同旨 東京都稲城市矢野口
17697 その他 別添「意見の要旨」中 4 と同旨 東京都稲城市若葉台
17698 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 鎌倉市長谷
17699 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 藤沢市辻堂太平台
17700 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 鎌倉市長谷
17701 その他 別添「意見の要旨」中 2 4 と同旨 川崎市幸区小倉
17702 その他 別添「意見の要旨」中 2 4 と同旨 川崎市麻生区万福寺
17703 その他 別添「意見の要旨」中 2 4 と同旨 港南区港南台
17704 その他 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 港南区上永谷
17705 その他 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 港南区上永谷
17706 その他 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 港南区港南台
17707 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 川崎市高津区末長
17708 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 川崎市宮前区東有馬
17709 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 川崎市高津区末長
17710 その他 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 東京都町田市金井町
17711 その他 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 茅ヶ崎市甘沼
17712 その他 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 港南区港南台
17713 その他 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 東京都町田市金井町
17714 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 港南区丸山台
17715 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 港南区丸山台
17716 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 港南区丸山台
17717 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 港南区丸山台
17718 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 港南区日限山
17719 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 港南区日限山
17720 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 港南区港南台
17721 その他 別添「意見の要旨」中 4 と同旨 相模原市中央区横山
17722 その他 別添「意見の要旨」中 4 と同旨 相模原市中央区横山
17723 その他 別添「意見の要旨」中 4 と同旨 相模原市中央区淵野辺本町
17724 その他 別添「意見の要旨」中 4 と同旨 港南区港南台
17725 反対 別添「意見の要旨」中 2 7 と同旨 川崎市宮前区野川
17726 反対 別添「意見の要旨」中 2 7 と同旨 藤沢市長後
17727 反対 別添「意見の要旨」中 2 7 と同旨 港南区港南台
17728 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 相模原市中央区高根
17729 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 茅ヶ崎市本村
17730 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 相模原市中央区高根



17731 その他 別添「意見の要旨」中 4 と同旨 藤沢市円行
17732 その他 別添「意見の要旨」中 4 と同旨 藤沢市円行
17733 その他 別添「意見の要旨」中 4 と同旨 藤沢市辻堂太平台
17734 その他 別添「意見の要旨」中 4 と同旨 港南区港南台
17735 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 相模原市中央区弥栄
17736 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 相模原市中央区清新
17737 反対 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 相模原市中央区淵野辺本町
17738 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 港南区上永谷
17739 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 港南区港南台
17740 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 港南区上永谷
17741 その他 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 港南区港南台
17742 その他 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 磯子区森が丘
17743 その他 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 東京都目黒区東山
17744 その他 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 港南区日限山
17745 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 港南区日限山
17746 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 港南区日限山
17747 反対 別添「意見の要旨」中 8 と同旨 港南区日限山
17748 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 東京都町田市小山田桜台
17749 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 東京都町田市小山田桜台
17750 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 東京都世田谷区等々力
17751 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 港南区港南台
17752 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 鎌倉市長谷
17753 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 鎌倉市長谷
17754 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 鎌倉市山崎
17755 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 西区伊勢町
17756 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 戸塚区矢部町
17757 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 港南区港南中央通
17758 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 西区戸部本町
17759 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 中区翁町
17760 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 都筑区川和町
17761 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 泉区中田西
17762 その他 別添「意見の要旨」中 3 と同旨 都筑区北山田
17763 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 栄区小菅ケ谷
17764 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 鎌倉市笛田
17765 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 金沢区並木
17766 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 横須賀市三春町
17767 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 西区伊勢町
17768 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 港南区大久保
17769 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 戸塚区平戸
17770 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 南区別所中里台
17771 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 栄区野七里
17772 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 栄区元大橋
17773 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 栄区元大橋
17774 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 緑区三保町
17775 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 南区永田東
17776 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 栄区尾月
17777 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 旭区南本宿町
17778 反対 別添「意見の要旨」中 7 と同旨 平塚市黒部丘
17859 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 町田市小野路町
17861 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 町田市小野路町
17862 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 町田市小野路町
17863 反対 別添「意見の要旨」中 2 と同旨 都筑区大丸
17874 その他 別添「意見の要旨」中 2 4 と同旨 川崎市宮前区野川
17875 その他 別添「意見の要旨」中 5 と同旨 港南区丸山台
17876 反対 別添「意見の要旨」中 2 7 と同旨 藤沢市円行



意 見 の 要 旨 
 

線引きの見直し関連 

分類 番号 意見の要旨 

反対 

１ 市街化区域への編入を希望する意見（１件） 

２ 市街化調整区域のままとすることを希望する意見（62 件） 

３ 用途地域等の変更に関する意見（１件） 

４ 税に関する意見（２件） 

５ 線引き見直しの考え方・基準に関する意見（46 件） 

６ 都市計画の方針に関する意見（８件） 

７ 関連する個別地区(栄上郷町猿田地区)に関する意見（67 件） 

８ その他の意見（45 件） 

その他 

１ 市街化区域への編入を希望する意見（１件） 

２ 市街化調整区域のままとすることを希望する意見（８件） 

３ 線引き見直しの考え方・基準に関する意見（36 件） 

４ 関連する個別地区(栄上郷町猿田地区)に関する意見（16 件） 

５ その他の意見（９件） 

 



都 市 計 画 案 に 対 す る 意 見 書 の 要 旨 と 都 市 計 画 決 定 権 者 の 見 解  

 

区分 意見の要旨 件数 都市計画決定権者の見解 

反対 

１ 市街化区域への編入を希望する意見  

・今回の見直しにより、所有地に隣接する土地が保土ケ谷区常盤台の一部として市街化区

域へ編入されるにもかかわらず、所有地が編入されないことは、都市計画としてバランス

を欠くため、市街化区域への編入を希望する。 

所有地の一部は、既に市街化区域であり、また今回の見直しにより、市街化区域に編入

される場所もある。市街化区域への編入を希望する土地についても既に市街化区域と同様

の水準で開発整備されていると考えられ、さらに後背地の市街化を促進する恐れがない。 

 

１件 

 

今回の線引き全市見直しにあたっては、都市計画法の改正に伴い、都市計画区域の整備、開発及び保全の

方針(以下「整開保」という。)及び区域区分(以下「線引き」という。)の都市計画決定権限が神奈川県から

本市へ移譲されたことを受けて、都市計画審議会の答申や市民意見募集等によりいただいた御意見を踏まえ

て、平成 27 年３月に見直しの基本的考え方や基準等を定めた、横浜市の都市づくりの基本的考え方を新た

に策定しました。 

この横浜市の都市づくりの基本的考え方では、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」として、既

に市街化区域と同様の水準で開発・整備されており、既に市街地を形成している区域等については、平成 22

年国勢調査に基づく人口集中地区内を基本としつつ、市街化区域へ編入することとしています。区域の抽出

に際して、地区の選定基準では、現に既存の市街化区域と一体の市街地を形成しているおおむね面積 0.5ヘ

クタール以上の地区であること、都市的土地利用(宅地や駐車場、道路等に利用されている土地)が９割以上

であること、農地、樹林地等が１割未満であること、土地利用に応じた道路、下水道等のインフラが配置さ

れていること等、周辺土地利用との明確な区分を考慮しつつ、まとまった農地を除き、原則として道路や河

川等の地形地物で定めることとしています。 

御意見をいただいた保土ケ谷区常盤台の土地については、線引き見直しの基本的考え方や基準に基づき検

討した結果、既存の市街化区域と一体の市街地を形成しているとはいえないため、市街化調整区域のままと

しています。 

２ 市街化調整区域のままとすることを希望する意見  

・都筑区南山田町の線引き見直しは反対である。 

・都筑区南山田町の線引き見直しについて、地域だけで判断するのではなく、その土地が

どのように使われているかを見て決めてほしい。 

・都筑区南山田町のテニスコートの市街化区域への編入に反対する。 

・テニスコートの市街化区域への編入に反対する。 

・テニスコートの存続を希望しているため、市街化区域編入反対の署名をした。 

・市街化区域に編入されると、テニスコートの存続の危機に直面するそう。市民の健康増

進のため、豊かな生活向上のため、今回の市街化区域への編入を見直してほしい。 

・高齢化社会を迎える今、市民が自力で健康維持をはかる場が消えてしまうのは大変遺憾

である。私たちの日常からスポーツの場が失われるのは大きな損失である。市街化区域へ

の編入に反対する。 

・これから先もテニスを続けていきたいので、大事な場所を取らないでほしい。 

・前回の見直し時に、今回市街化区域編入される鶴見区獅子ケ谷三丁目の土地を編入され

るべきと意見陳述した。その時の市の回答は、都心部近くに埋立地以外の空き地があるこ

とは防災上意義があり、市街化区域の編入はできないというものだった。市の意向に従い、

もしもの時に備えて地域に貢献している。 

確かに周辺は前回の線引き見直し時からさらに都市化が進んでいるが、進んでいるから

こそ、災害時の緊急輸送などに空き地が必要になる。市街化調整区域のまま残してほしい。 

・横浜市は空き地が増えており、貴重な緑地を潰して余っている宅地を増やす市街化編入

をする必要はない。 

 

 62件 

 

今回の線引き全市見直しにあたっては、都市計画法の改正に伴い、整開保及び線引きの都市計画決定権限

が神奈川県から本市へ移譲されたことを受けて、都市計画審議会の答申や市民意見募集等によりいただいた

御意見を踏まえて、平成 27 年３月に見直しの基本的考え方や基準等を定めた、横浜市の都市づくりの基本

的考え方を新たに策定しました。 

この横浜市の都市づくりの基本的考え方では、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」として、既

に市街化区域と同様の水準で開発・整備されており、既に市街地を形成している区域等については、平成 22

年国勢調査に基づく人口集中地区内を基本としつつ、市街化区域へ編入することとしています。区域の抽出

に際して、地区の選定基準では、現に既存の市街化区域と一体の市街地を形成しているおおむね面積 0.5ヘ

クタール以上の地区であること、都市的土地利用(宅地や駐車場、道路等に利用されている土地)が９割以上

であること、農地、樹林地等が１割未満であること、土地利用に応じた道路、下水道等のインフラが配置さ

れていること等、周辺土地利用との明確な区分を考慮しつつ、まとまった農地を除き、原則として道路や河

川等の地形地物で定めることとしています。 

今回の線引き全市見直しでは、横浜市独自の視点できめ細かく見直しを行い、約 624ヘクタールの区域に

ついて市街化区域へ編入する案としていますが、原則として、まとまりのある優良な樹林地・農地について

は市街化区域への編入対象外としており、案の約８割にあたる約 489 ヘクタールは、「市街化区域への編入

を行う必要がある区域」として編入するものです。 

見直しにあたり、テニスコートについても宅地や駐車場、道路等と同様に都市的土地利用としており、御

意見をいただいた都筑区南山田町における線引き見直しについては、線引き見直しの基本的考え方や基準に

基づき検討した結果、市街化が一定程度進み、既存の市街化区域と一体の市街地を形成していることから、

「市街化区域への編入を行う必要がある区域」と判断し、市街化区域に編入するとしています。 

また、御意見をいただいた鶴見区獅子ケ谷三丁目の土地については、当該地を含めた地区周辺を線引き見

直しの基本的考え方や基準に基づき検討した結果、数年前に当該地を含めた関連施設が整備されたことに伴

い、市街化が一定程度進み、既存の市街化区域と一体の市街地を形成していることから、「市街化区域への

編入を行う必要がある区域」と判断し、市街化区域に編入するとしています。 

なお、鶴見区獅子ケ谷三丁目については、第４回線引き全市見直しの都市計画手続の一環として、平成８



都 市 計 画 案 に 対 す る 意 見 書 の 要 旨 と 都 市 計 画 決 定 権 者 の 見 解  

 

年９月に開催された都市計画公聴会において、市街化区域編入を要望する意見が公述されていましたが、市

街化区域への編入基準に該当しないため、市街化区域への編入は行わないこととしていました。 

また、今回の線引き見直しは、区域区分等の都市計画制限の変更であり、当該地について、今後も災害発

生時の避難場所等として活用することを妨げるものではありません。 

３ 用途地域等の変更に関する意見  

・今回の見直しによって、戸塚区汲沢町の一部で現在建っている建物が不適格になり、同

等の建物が建てられなくなるため、用途地域の変更を希望する。 

 

１件 今回の線引き全市見直しにあたっては、都市計画法の改正に伴い、整開保及び線引きの都市計画決定権限

が神奈川県から本市へ移譲されたことを受けて、都市計画審議会の答申や市民意見募集等によりいただいた

御意見を踏まえて、平成 27 年３月に見直しの基本的考え方や基準等を定めた、横浜市の都市づくりの基本

的考え方を新たに策定しました。 

この横浜市の都市づくりの基本的考え方では、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」として、既

に市街化区域と同様の水準で開発・整備されており、既に市街地を形成している区域等については、平成 22

年国勢調査に基づく人口集中地区内を基本としつつ、市街化区域へ編入することとしています。区域の抽出

に際して、地区の選定基準では、現に既存の市街化区域と一体の市街地を形成しているおおむね面積 0.5ヘ

クタール以上の地区であること、都市的土地利用(宅地や駐車場、道路等に利用されている土地)が９割以上

であること、農地、樹林地等が１割未満であること、土地利用に応じた道路、下水道等のインフラが配置さ

れていること等、周辺土地利用との明確な区分を考慮しつつ、まとまった農地を除き、原則として道路や河

川等の地形地物で定めることとしています。 

御意見をいただいた戸塚区汲沢町の土地については、当該地を含めた地区周辺を線引き見直しの基本的考

え方や基準に基づき検討した結果、市街化が一定程度進み、既存の市街化区域と一体の市街地を形成してい

ることから、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」と判断し、市街化区域に編入するとしており、

市街化区域への編入に伴い指定することになる用途地域については、周辺の土地利用状況や用途地域等にあ

わせて指定しています。 

４ 税に関する意見  

・市街化区域へ編入されれば、固定資産税や都市計画税の納税額が上がり、市の歳入が増

加する。 

・便利になるという名の下で、税金や土地の値段が上がり、それに伴いテニスコートの使

用料やスクール料が値上げとなる。 

 

２件 線引き制度は、無秩序な市街化を防止し、計画的な市街化を図ることを目的として導入されており、すで

に市街地を形成している区域、おおむね 10年以内に優先的かつ計画的に市街化を図るべき区域である「市街

化区域」と市街化を抑制すべき区域である「市街化調整区域」とを区分するものです。 

今回の線引き全市見直しにあたっては、都市計画法の改正に伴い、整開保及び線引きの都市計画決定権限

が神奈川県から本市へ移譲されたことを受けて、都市計画審議会の答申や市民意見募集等によりいただいた

御意見を踏まえて、平成 27 年３月に見直しの基本的考え方や基準等を定めた、横浜市の都市づくりの基本

的考え方を新たに策定しました。 

この横浜市の都市づくりの基本的考え方では、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」として、既

に市街化区域と同様の水準で開発・整備されており、既に市街地を形成している区域等については、平成 22

年国勢調査に基づく人口集中地区内を基本としつつ、市街化区域へ編入することとしています。区域の抽出

に際して、地区の選定基準では、現に既存の市街化区域と一体の市街地を形成しているおおむね面積 0.5ヘ

クタール以上の地区であること、都市的土地利用(宅地や駐車場、道路等に利用されている土地)が９割以上

であること、農地、樹林地等が１割未満であること、土地利用に応じた道路、下水道等のインフラが配置さ

れていること等、周辺土地利用との明確な区分を考慮しつつ、まとまった農地を除き、原則として道路や河

川等の地形地物で定めることとしています。 

今回の線引き全市見直しでは、横浜市独自の視点できめ細かく見直しを行い、約 624ヘクタールの区域に

ついて市街化区域へ編入する案としていますが、原則として、まとまりのある優良な樹林地・農地について

は市街化区域への編入対象外としており、案の約８割にあたる約 489 ヘクタールは、「市街化区域への編入

を行う必要がある区域」として編入するものです。 

なお、市街化区域に編入される区域では、全ての土地・家屋に対して、新たに都市計画税が課税されるこ

とになりますが、この都市計画税については、街路・公園整備事業等の都市計画施設の建設・整備などの都
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市計画事業等の費用に充てるために納めていただくものです。 

５ 線引き見直しの考え方・基準に関する意見  

・区域区分変更の人口フレームに平成 22年の人口を使うのはおかしい。 

・事業者や地権者から開発提案があれば積極的に市街化編入するというものであり、人 

口フレーム方式をなくし、市街化調整区域を市街化しようとするものなので反対する。 

・学校や福祉施設を市街化区域に編入し、市街化調整区域に建てられた住宅や倉庫まで市

街化区域に編入することは、県基準から大幅な変更である。 

 

 46件 整開保は、都市の発展の動向、都市計画区域における人口、産業の現状及び将来の見通し等を勘案し、中

長期的視点に立った都市の将来像を明確にするとともに、その実現に向けての大きな道筋を明らかにするも

のです。現状及び将来の見通しを判断するため、都道府県がおおむね５年ごとに実施する都市計画基礎調査

を用いており、直近の都市計画基礎調査は平成 22年に実施されたものであるため、今回の整開保の見直しに

ついては、基準年次を平成 22年とし、また中長期的視点に立ち目標年次を平成 37年としています。 

なお、平成22年に神奈川県が決定した整開保では、その基準年次を平成12年、目標年次を平成27年として

おり、今回の見直しでも同様の期間を設定しています。 

また、整開保における区域区分を定める場合の市街化区域の面積の算定にあたっては、人口フレーム方式

を基本としています。 

今回の線引き全市見直しにあたっては、都市計画法の改正に伴い、整開保及び線引きの都市計画決定権限

が神奈川県から本市へ移譲されたことを受けて、都市計画審議会の答申や市民意見募集等によりいただいた

御意見を踏まえて、平成 27 年３月に見直しの基本的考え方や基準等を定めた、横浜市の都市づくりの基本

的考え方を新たに策定しました。 

土地所有者等からの都市計画提案による市街化区域への編入については、横浜市の都市づくりの基本的考

え方において「市街化区域への編入が考えられる区域」として、周辺の市街化の動向、骨格的なインフラの

整備状況、鉄道・バスなどの公共交通を勘案しつつ、地域コミュニティの維持、地域の再生や改善などを目

的に住民主体のまちづくりを検討し、合意形成が図られた区域等は、市街化区域への編入が考えられるとし

ています。 

なお、「市街化区域への編入が考えられる区域」においては、地域の合意形成、事業実施の見通しなど地元

のまちづくりの機運を勘案しながら、計画的な市街地整備の見通しが明らかになり、本市の関係区局や関係

機関などとの必要な調整を了した地区について、地区計画等の決定と併せた市街化区域への編入を検討して

いきます。 

また、横浜市の都市づくりの基本的考え方では、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」として、

既に市街化区域と同様の水準で開発・整備されており、既に市街地を形成している区域等については、平成

22年国勢調査に基づく人口集中地区内を基本としつつ、市街化区域へ編入することとしています。区域の抽

出に際して、地区の選定基準では、現に既存の市街化区域と一体の市街地を形成しているおおむね面積 0.5

ヘクタール以上の地区であること、都市的土地利用(宅地や駐車場、道路等に利用されている土地)が９割以

上であること、農地、樹林地等が１割未満であること、土地利用に応じた道路、下水道等のインフラが配置

されていること等、周辺土地利用との明確な区分を考慮しつつ、まとまった農地を除き、原則として道路や

河川等の地形地物で定めることとしています。 

市街化調整区域に建てられた学校、福祉施設、住宅や倉庫に関しては、都市的土地利用としており、線引

き見直しの基本的考え方や基準に基づき検討した結果、市街化が一定程度進み、既存の市街化区域と一体の

市街地を形成している区域については、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」と判断し、市街化区域

に編入するとしています。 

なお、今回の線引き全市見直しは、都市計画法の改正に伴い、整開保及び線引きの都市計画決定権限が神

奈川県から本市へ移譲されたことを受けて、地域の自主性及び自立性を高めるという法改正の趣旨を踏まえ

て、横浜市独自の視点できめ細かく見直しを行ったものです。 
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６ 都市計画の方針に関する意見  

・現在の環境の変化を望まない。 

・現在の環境が非常に住みよいため、美しい住生活を変えたくない。 

 

８件 都市再開発の方針における規制誘導地区は、都市計画法や建築基準法による規制・誘導を主体に整備・改

善を図る地区として、民間による事業化の促進や適切な誘導により、地域の特性に応じた都市機能の集積を

図ることを目的として指定するものです。この規制誘導地区のうち、青葉台駅を含む鉄道駅(75駅)の周辺に

位置付けられている主要駅周辺地区では、鉄道駅を中心としたコンパクトな市街地形成の実現のために、駅

から概ね半径500メートル圏内について、生活利便施設等を誘導するなど、地域特性に応じた個性ある生活拠

点の形成を図っていきます。 

横浜市都市計画マスタープラン青葉区プランでは、青葉区の将来都市像である『個性豊かに成熟する都市

「丘の横浜・青葉区」～誰もが住み続けたい・住みたいまち～』を実現するため、鉄道駅を中心としたコン

パクトな市街地形成を都市構造の基本としています。青葉台駅周辺は、生活拠点と位置付けており、「通勤者

や地域住民に日常生活の利便性を提供するため、鉄道及びバス交通の要衝としての交通利便性を生かし、規

制・誘導的手法等により商業・業務・文化機能の集積を強化し、区南部の中心としての拠点づくりを進める」

としており、こうした趣旨の下、民間による開発を適切に誘導していきます。 

なお、緑環境の維持・保全については、整開保の自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方

針において、「横浜らしい水・緑環境の実現」の基本理念のもと、横浜の水と緑の将来像を「多様なライフス

タイルを実現できる水・緑豊かな都市環境」とし、市民・事業者・行政の連携・協働により、水・緑環境の

保全・創造を進めるとしています。市街地では、緑の拠点となる公園を地域特性に応じて計画的に配置する

とともに、公共施設や道路沿いの建築敷地の緑化や、土地利用転換の機会をとらえた緑の創出など、まちの

シンボルとなり生物生息空間にもなる緑を創出し、適切な維持管理・活用を図ることとしています。こうし

た水・緑環境の保全・創造の観点を踏まえて、魅力あるまちづくりの推進に向けた総合的な調整が必要と考

えています。 

７ 関連する個別地区(栄上郷町猿田地区)に関する意見  

・舞岡上郷線の改修を骨格的インフラ整備という、根拠のない市街化区域編入という線 

引き案に反対する。 

・都市計画評価基準を満たしていない。 

・緑地を 10ヘクタールも潰す市街地開発は生物多様性に配慮されていないので反対する。 

・円海山周辺緑地への連続性と生物多様性に配慮されていないので反対する。 

・ホタルの生息するいたち川の付け替えや市街化による店舗や高層住宅・道路照明など、

玄関口としてふさわしくないので反対する。 

 

67件 栄上郷町猿田地区は、ＪＲ港南台駅から直線距離約 800メートルで都市計画道路環状３号線と環状４号線

を結ぶ、現在暫定整備となっている舞岡上郷線の沿道に位置しています。 

地区内の瀬上沢一帯には谷戸が残っており、本市でも貴重となった里山景観を形成しています。また、多

様な主体による活動が行われており、現況の自然的環境の保全や注目すべき動植物の生息環境の確保が期待

されています。しかし、市街化調整区域では、全ての開発行為が禁止されているものではなく、里山景観や

自然環境の永続的な保全が課題となっています。 

栄区の将来像を描くとともに、それを実現するための方針及び具体的な取組を示している横浜市都市計画

マスタープラン栄区プランでは、舞岡上郷線の南東側を、緑と水の拠点として位置付け、瀬上沢一帯の「恒

久的な保全を検討するとともに、区民の環境学習の場として整備をはかる。」としています。また、地区別

まちづくりの目標と方針の中で、「現在、市街化調整区域となっている舞岡上郷線周辺については、港南台

駅徒歩圏にあり、利便性が高いことから、土地利用転換の可能性があります。その際には緑地の保全ととも

に、地域活性化に貢献するような計画的なまちづくりが求められている。」と位置付けています。 

さらに、生物多様性横浜行動計画(ヨコハマｂプラン)では、「横浜つながりの森」として位置付けられて

おり、円海山周辺緑地への玄関口としての役割が求められています。 

そのような中、平成 26年１月 17日に都市計画法第 21 条の２に基づく都市計画提案を受け、本市として、

まちづくりの方針への整合などの８つの評価項目に基づき、総合的に地区の将来を見据えつつ、緑地保全と

のバランスに配慮した計画と判断し、提案された区域区分の変更や地区計画等の内容に一部修正を加えた上

で、都市計画手続を行うこととしました。 

今回、舞岡上郷線南東側については、谷戸部に残された自然的環境および円海山周辺地区に連なる良好な

緑地への導入部の緑地を永続的に保全するとともに、市民が多様な動植物や豊かな自然環境に親しみ、レク

リエーションの場として利活用するため都市施設の公園に位置付けます。あわせて、周辺住宅地からの優れ

た風致景観や多様な動植物の生息地・生育地としての自然環境を保全し、地域住民の健全な生活環境を確保
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するため、公園に隣接するまとまりのある樹林地を特別緑地保全地区に指定し、永続的に担保します。 

地区計画を定める区域のうち、舞岡上郷線南東側については、市街化調整区域のままとし、隣接する都市

施設の公園及び特別緑地保全地区への玄関口として、緑の利用を高める公益的な施設などの立地を図ること

や、生物多様性に資する生物生息・生育環境を確保するとともに自然学習の場となる親水空間の創出を図る

ことを土地利用の方針に定めます。 

また、舞岡上郷線北西側については、にぎわいの中心拠点としての生活利便機能、地域住民のための医療・

福祉機能を主体とし、災害時には災害支援等の拠点として機能する各種施設及び商業施設や多世代の居住に

資する良好な中高層住宅、緑豊かで周辺環境と調和した戸建住宅等を主体とした良質な低層住宅等の立地を

図ることを土地利用の方針に定めます。さらに現存する良好な緑地、約 2.6 ヘクタールについては、地区計

画に樹林地、草地等の保全に関する事項を定めて保全します。加えて、生物多様性への配慮を緑化の方針や

建築物の形態意匠の制限において定めます。 

８ その他の意見  

・線引き見直しにあたっては目先の開発利益に惑わされず、市民合意を図るべきである。 

・地権者事業者の合意のみで、周辺住民の賛同が得られていないので反対する。 

・開発地に隣接する自治会から反対陳情書が提出されており、周辺住民の合意形成は図ら

れていない。 

・事業者が計画したものであるため、住民主体のまちづくりを検討し合意形成が図られた

区域というのは間違いである。 

・横浜市は、用途地域の見直し作業に入ろうとしている。土地利用の根幹である検討作業

を待たずに線引き見直しを先行することは不可解である。 

・遊休地を活用しているテニスコートのような土地の活用方法は市民にとって有益でよい

と思う。地域活性化のモデルケースになりうると確信している。 

・予約困難な市営テニスコートと市民・区民の健康増進をしっかり検討してほしい。 

 

 

 45件  今回の線引き見直しにあたっては、都市計画法の改正に伴い、整開保及び線引きの都市計画決定権限が神

奈川県から本市へ移譲されたことを受けて、市独自の視点できめ細かく見直しを行うこととし、都市計画審

議会の答申や市民意見募集等によりいただいた御意見を踏まえて、平成 27年３月に横浜市の都市づくりの基

本的考え方を新たに策定しました。 

この横浜市の都市づくりの基本的考え方に基づき、具体的に市域全体で見直しが必要な地区の検討を進め、

市素案のたたき台である線引き見直しの市素案(案)をとりまとめ、平成 27年 11月から 12月にかけて市民意

見募集を行いました。これらの経緯を踏まえ、線引き見直しの市素案をとりまとめ、平成 28年 10月から 11

月にかけて市素案説明会を開催し、都市計画市素案の縦覧を行いました。その後、平成 28 年 12 月に都市計

画公聴会を開催し、公聴会の開催後、平成 29 年 10 月に都市計画法に基づく都市計画案の縦覧及び意見書の

受付を行いました。 

横浜市の都市づくりの基本的考え方では、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」として、既に市

街化区域と同様の水準で開発・整備されており、既に市街地を形成している区域等については、平成 22 年

国勢調査に基づく人口集中地区内を基本としつつ、市街化区域へ編入することとしています。区域の抽出に

際して、地区の選定基準では、現に既存の市街化区域と一体の市街地を形成しているおおむね面積 0.5ヘク

タール以上の地区であること、都市的土地利用(宅地や駐車場、道路等に利用されている土地)が９割以上で

あること、農地、樹林地等が１割未満であること、土地利用に応じた道路、下水道等のインフラが配置され

ていること等、周辺土地利用との明確な区分を考慮しつつ、まとまった農地を除き、原則として道路や河川

等の地形地物で定めることとしています。 

これまでにいただいた市街化区域へ編入することを希望する御意見や市街化調整区域のままとすることを

希望する御意見などについては、改めて土地利用状況等を精査したうえで、周辺を含めた一体の区域におい

て線引き見直しの基本的考え方や基準に基づき検討した結果、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」

に該当するかどうかを判断し、都市計画案としています。 

また、線引き制度は無秩序な市街化を防止し、計画的な市街化を図ることを目的として導入されており、

地域の実情に即した都市計画を樹立していく上で根幹をなすものであるため、用途地域の見直し検討作業に

先行して線引き見直しを行うことについては適切であると考えています。 

テニスコートについても、宅地や駐車場、道路等と同様に都市的土地利用としており、線引き見直しの基

本的考え方や基準に基づき検討した結果、市街化が一定程度進み、既存の市街化区域と一体の市街地を形成

している区域については、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」と判断し、市街化区域に編入すると

しています。その他、いただいた御要望に関しては、所管課へ伝えます。 
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その他 

１ 市街化区域への編入を希望する意見  

・地区の選定基準の全てに合致しており、所有地と今回市街化区域に編入される保土ケ谷

区上菅田町の区域と区分する道路は、元々一体の土地であった。このような歴史的経緯を

認識のうえ、市街化区域に編入することを希望する。 

 

 １件 

 

今回の線引き全市見直しにあたっては、都市計画法の改正に伴い、整開保及び線引きの都市計画決定権限

が神奈川県から本市へ移譲されたことを受けて、都市計画審議会の答申や市民意見募集等によりいただいた

御意見を踏まえて、平成 27 年３月に見直しの基本的考え方や基準等を定めた、横浜市の都市づくりの基本

的考え方を新たに策定しました。 

この横浜市の都市づくりの基本的考え方では、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」として、既

に市街化区域と同様の水準で開発・整備されており、既に市街地を形成している区域等については、平成 22

年国勢調査に基づく人口集中地区内を基本としつつ、市街化区域へ編入することとしています。区域の抽出

に際して、地区の選定基準では、現に既存の市街化区域と一体の市街地を形成しているおおむね面積 0.5ヘ

クタール以上の地区であること、都市的土地利用(宅地や駐車場、道路等に利用されている土地)が９割以上

であること、農地、樹林地等が１割未満であること、土地利用に応じた道路、下水道等のインフラが配置さ

れていること等、周辺土地利用との明確な区分を考慮しつつ、まとまった農地を除き、原則として道路や河

川等の地形地物で定めることとしています。 

保土ケ谷区上菅田町における線引き見直しについては、線引き見直しの基本的考え方や基準に基づき検討

した結果、市街化が一定程度進み、既存の市街化区域と一体の市街地を形成していることから、「市街化区

域への編入を行う必要がある区域」と判断し、市街化区域に編入するとしていますが、御意見をいただいた

土地においては、周辺の土地利用状況を勘案し、地形地物である道路を界線として区分し、市街化調整区域

のままとしています。 

２ 市街化調整区域のままとすることを希望する意見  

・線引き見直し案では、市街化区域の縁辺部等は市街化区域に編入するとなっているが、

市街化調整区域は全て市街化区域の縁辺部にあるので、全てにおいて市街化区域に編入で

きる制度である。 

・横浜市は空き地が増えており、貴重な緑地を潰して余っている宅地を増やす市街化編入

をする必要はない。 

・線引き見直し案は、事業者や地権者から開発提案があれば積極的に市街化編入すること

になっている。 

 

 ８件 今回の線引き全市見直しにあたっては、都市計画法の改正に伴い、整開保及び線引きの都市計画決定権限

が神奈川県から本市へ移譲されたことを受けて、都市計画審議会の答申や市民意見募集等によりいただいた

御意見を踏まえて、平成 27 年３月に見直しの基本的考え方や基準等を定めた、横浜市の都市づくりの基本

的考え方を新たに策定しました。 

この横浜市の都市づくりの基本的考え方では、市街化区域の設定にあたっては、既決定の市街化区域に接

している区域であることを原則としており、既決定の市街化区域に接していない区域を設定する場合は、原

則として、１つの独立した市街地を形成するに十分な規模の区域とし、その面積がおおむね 50 ヘクタール

以上であり、周辺における農業等の土地利用に支障のない区域とすることとしています。 

また、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」として、既に市街化区域と同様の水準で開発・整備

されており、既に市街地を形成している区域等については、平成 22 年国勢調査に基づく人口集中地区内を

基本としつつ、市街化区域へ編入することとしています。区域の抽出に際して、地区の選定基準では、現に

既存の市街化区域と一体の市街地を形成しているおおむね面積 0.5ヘクタール以上の地区であること、都市

的土地利用(宅地や駐車場、道路等に利用されている土地)が９割以上であること、農地、樹林地等が１割未

満であること、土地利用に応じた道路、下水道等のインフラが配置されていること等、周辺土地利用との明

確な区分を考慮しつつ、まとまった農地を除き、原則として道路や河川等の地形地物で定めることとしてい

ます。 

また、「市街化区域への編入を行うことが望ましい区域」として、市街化調整区域内に立地する鉄道駅周

辺や高速道路インターチェンジ周辺等で、土地利用計画の具体化が見込まれる区域等は市街化区域への編入

を行うことが望ましいとしており、「市街化区域への編入が考えられる区域」として、周辺の市街化の動向、

骨格的なインフラの整備状況、鉄道・バスなどの公共交通を勘案しつつ、地域コミュニティの維持、地域の

再生や改善などを目的に住民主体のまちづくりを検討し、合意形成が図られた区域等は、市街化区域への編

入が考えられるとしています。 

なお、「市街化区域への編入を行うことが望ましい区域」及び「市街化区域への編入が考えられる区域」

においては、地域の合意形成、事業実施の見通しなど地元のまちづくりの機運を勘案しながら、計画的な市

街地整備の見通しが明らかになり、本市の関係区局や関係機関などとの必要な調整を了した地区について、
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地区計画等の決定と併せた市街化区域への編入を検討していきます。 

市街化調整区域を市街化区域へ編入するにあたっては、市街化区域の設定条件や「市街化区域への編入を

行う必要がある区域」、「市街化区域への編入を行うことが望ましい区域」及び「市街化区域への編入が考え

られる区域」の基準に基づき、農林漁業との必要な調整を行った上、線引きの変更を行うとしています。 

今回の線引き全市見直しでは、横浜市独自の視点できめ細かく見直しを行い、約 624ヘクタールの区域に

ついて市街化区域へ編入する案としていますが、原則として、まとまりのある優良な樹林地・農地について

は市街化区域への編入対象外としており、案の約８割にあたる約 489 ヘクタールは、「市街化区域への編入

を行う必要がある区域」として編入するものです。 

土地所有者等からの都市計画提案による市街化区域への編入については、横浜市の都市づくりの基本的考

え方において「市街化区域への編入が考えられる区域」として、周辺の市街化の動向、骨格的なインフラの

整備状況、鉄道・バスなどの公共交通を勘案しつつ、地域コミュニティの維持、地域の再生や改善などを目

的に住民主体のまちづくりを検討し、合意形成が図られた区域等は、市街化区域への編入が考えられるとし

ています。 

なお、「市街化区域への編入が考えられる区域」においては、地域の合意形成、事業実施の見通しなど地元

のまちづくりの機運を勘案しながら、計画的な市街地整備の見通しが明らかになり、本市の関係区局や関係

機関などとの必要な調整を了した地区について、地区計画等の決定と併せた市街化区域への編入を検討して

いきます。 

３ 線引き見直しの考え方・基準に関する意見  

・区域区分変更の人口フレームに平成 22年の人口を使うのはおかしい。 

・学校や福祉施設を市街化区域に編入し、市街化調整区域に建てられた住宅や倉庫まで市

街化区域に編入することは、市の品位が問われる。 

 

 36件 整開保は、都市の発展の動向、都市計画区域における人口、産業の現状及び将来の見通し等を勘案し、中

長期的視点に立った都市の将来像を明確にするとともに、その実現に向けての大きな道筋を明らかにするも

のです。今回の整開保の見直しでは、現状及び将来の見通しを判断するため、都道府県がおおむね５年ごと

に実施する都市計画基礎調査を用いており、直近の都市計画基礎調査は平成 22年に実施されたものであるた

め、基準年次を平成 22年とし、また中長期的視点に立ち目標年次を平成 37 年としています。また、整開保

における区域区分を定める場合の市街化区域の面積の算定にあたっては、人口フレーム方式を基本としてい

ます。 

なお、平成22年に神奈川県が決定した整開保では、その基準年次を平成12年、目標年次を平成27年として

おり、今回の見直しでも同様の期間を設定しています。 

今回の線引き全市見直しにあたっては、都市計画法の改正に伴い、整開保及び線引きの都市計画決定権限

が神奈川県から本市へ移譲されたことを受けて、都市計画審議会の答申や市民意見募集等によりいただいた

御意見を踏まえて、平成 27 年３月に見直しの基本的考え方や基準等を定めた、横浜市の都市づくりの基本

的考え方を新たに策定しました。 

この横浜市の都市づくりの基本的考え方では、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」として、既

に市街化区域と同様の水準で開発・整備されており、既に市街地を形成している区域等については、平成 22

年国勢調査に基づく人口集中地区内を基本としつつ、市街化区域へ編入することとしています。区域の抽出

に際して、地区の選定基準では、現に既存の市街化区域と一体の市街地を形成しているおおむね面積 0.5ヘ

クタール以上の地区であること、都市的土地利用(宅地や駐車場、道路等に利用されている土地)が９割以上

であること、農地、樹林地等が１割未満であること、土地利用に応じた道路、下水道等のインフラが配置さ

れていること等、周辺土地利用との明確な区分を考慮しつつ、まとまった農地を除き、原則として道路や河

川等の地形地物で定めることとしています。 

市街化調整区域に建てられた学校、福祉施設、住宅や倉庫に関しては、都市的土地利用としており、線引

き見直しの基本的考え方や基準に基づき検討した結果、市街化が一定程度進み、既存の市街化区域と一体の

市街地を形成している区域については、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」と判断し、市街化区域

に編入するとしています。 
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４ 関連する個別地区(栄上郷町猿田地区)に関する意見  

・横浜市は、ヨコハマｂプランを守り、三浦丘陵から連続する瀬上沢の生物多様性に配慮

してほしい。 

・舞岡上郷線の改修を骨格的インフラ整備として、市街化区域編入の根拠とし、緑地を潰

して市街化しようとしている。 

・緑地を 10ヘクタールも潰す市街地開発は生物多様性に配慮したものではない。 

・円海山周辺緑地への連続性と生物多様性に配慮されていない。市街地形成などせず調整

区域のまま残すことこそ、生物多様性に配慮したといえるのでは。 

・ホタルの生息するいたち川の付け替えや市街化による店舗や高層住宅・道路照明など、

ホタルの生息に重大な影響を与える。 

 

16件 栄上郷町猿田地区は、ＪＲ港南台駅から直線距離約 800メートルで都市計画道路環状３号線と環状４号線

を結ぶ、現在暫定整備となっている舞岡上郷線の沿道に位置しています。 

地区内の瀬上沢一帯には谷戸が残っており、本市でも貴重となった里山景観を形成しています。また、多

様な主体による活動が行われており、現況の自然的環境の保全や注目すべき動植物の生息環境の確保が期待

されています。しかし、市街化調整区域では、全ての開発行為が禁止されているものではなく、里山景観や

自然環境の永続的な保全が課題となっています。 

栄区の将来像を描くとともに、それを実現するための方針及び具体的な取組を示している横浜市都市計画

マスタープラン栄区プランでは、舞岡上郷線の南東側を、緑と水の拠点として位置付け、瀬上沢一帯の「恒

久的な保全を検討するとともに、区民の環境学習の場として整備をはかる。」としています。また、地区別

まちづくりの目標と方針の中で、「現在、市街化調整区域となっている舞岡上郷線周辺については、港南台

駅徒歩圏にあり、利便性が高いことから、土地利用転換の可能性があります。その際には緑地の保全ととも

に、地域活性化に貢献するような計画的なまちづくりが求められている。」と位置付けています。 

さらに、生物多様性横浜行動計画(ヨコハマｂプラン)では、「横浜つながりの森」として位置付けられて

おり、円海山周辺緑地への玄関口としての役割が求められています。 

そのような中、平成 26年１月 17日に都市計画法第 21 条の２に基づく都市計画提案を受け、本市として、

まちづくりの方針への整合などの８つの評価項目に基づき、総合的に地区の将来を見据えつつ、緑地保全と

のバランスに配慮した計画と判断し、提案された区域区分の変更や地区計画等の内容に一部修正を加えた上

で、都市計画手続を行うこととしました。 

今回、舞岡上郷線南東側については、谷戸部に残された自然的環境および円海山周辺地区に連なる良好な

緑地への導入部の緑地を永続的に保全するとともに、市民が多様な動植物や豊かな自然環境に親しみ、レク

リエーションの場として利活用するため都市施設の公園に位置付けます。あわせて、周辺住宅地からの優れ

た風致景観や多様な動植物の生息地・生育地としての自然環境を保全し、地域住民の健全な生活環境を確保

するため、公園に隣接するまとまりのある樹林地を特別緑地保全地区に指定し、永続的に担保します。 

地区計画を定める区域のうち、舞岡上郷線南東側については、市街化調整区域のままとし、隣接する都市

施設の公園及び特別緑地保全地区への玄関口として、緑の利用を高める公益的な施設などの立地を図ること

や、生物多様性に資する生物生息・生育環境を確保するとともに自然学習の場となる親水空間の創出を図る

ことを土地利用の方針に定めます。 

また、舞岡上郷線北西側については、にぎわいの中心拠点としての生活利便機能、地域住民のための医療・

福祉機能を主体とし、災害時には災害支援等の拠点として機能する各種施設及び商業施設や多世代の居住に

資する良好な中高層住宅、緑豊かで周辺環境と調和した戸建住宅等を主体とした良質な低層住宅等の立地を

図ることを土地利用の方針に定めます。さらに現存する良好な緑地、約 2.6 ヘクタールについては、地区計

画に樹林地、草地等の保全に関する事項を定めて保全します。加えて、生物多様性への配慮を緑化の方針や

建築物の形態意匠の制限において定めます。 

５ その他の意見  

・住民主体のまちづくりを検討し、合意形成が図られた区域であるというのは明らかに間

違いである。 

・開発地に隣接する自治会から反対陳情書が提出されており、周辺住民の合意形成は図ら

れていない。 

・テニスコートの存続を願っている。 

 

９件 今回の線引き全市見直しにあたっては、都市計画法の改正に伴い、整開保及び線引きの都市計画決定権限

が神奈川県から本市へ移譲されたことを受けて、都市計画審議会の答申や市民意見募集等によりいただいた

御意見を踏まえて、平成 27年３月に見直しの基本的考え方や基準等を定めた、横浜市の都市づくりの基本的

考え方を新たに策定しました。 

この横浜市の都市づくりの基本的考え方に基づき、具体的に市域全体で見直しが必要な地区の検討を進め、

市素案のたたき台である線引き見直しの市素案(案)をとりまとめ、平成 27年 11月から 12月にかけて市民意

見募集を行いました。 

これらの経緯を踏まえ、線引き見直しの市素案をとりまとめ、平成 28年 10月から 11月にかけて市素案説

明会を開催し、都市計画市素案の縦覧を行いました。その後、平成 28 年 12 月に都市計画公聴会を開催し、



都 市 計 画 案 に 対 す る 意 見 書 の 要 旨 と 都 市 計 画 決 定 権 者 の 見 解  

 

公聴会の開催後、平成 29年 10月に都市計画法に基づく都市計画案の縦覧及び意見書の受付を行いました。 

横浜市の都市づくりの基本的考え方では、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」として、既に市

街化区域と同様の水準で開発・整備されており、既に市街地を形成している区域等については、平成 22 年

国勢調査に基づく人口集中地区内を基本としつつ、市街化区域へ編入することとしています。区域の抽出に

際して、地区の選定基準では、現に既存の市街化区域と一体の市街地を形成しているおおむね面積 0.5ヘク

タール以上の地区であること、都市的土地利用(宅地や駐車場、道路等に利用されている土地)が９割以上で

あること、農地、樹林地等が１割未満であること、土地利用に応じた道路、下水道等のインフラが配置され

ていること等、周辺土地利用との明確な区分を考慮しつつ、まとまった農地を除き、原則として道路や河川

等の地形地物で定めることとしています。 

これまでにいただいた市街化区域へ編入することを希望する御意見や市街化調整区域のままとすることを

希望する御意見などについては、改めて土地利用状況等を精査したうえで、周辺を含めた一体の区域におい

て線引き見直しの基本的考え方や基準に基づき検討した結果、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」

に該当するかどうかを判断し、都市計画案としています。 

また、テニスコートについても、宅地や駐車場、道路等と同様に都市的土地利用としており、線引き見直

しの基本的考え方や基準に基づき検討した結果、市街化が一定程度進み、既存の市街化区域と一体の市街地

を形成している区域については、「市街化区域への編入を行う必要がある区域」と判断し、市街化区域に編入

するとしています。 
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